
猛
暑
の
夏
・
汗
・
奉
仕
作
業

猛
暑
の
夏
・
汗
・
奉
仕
作
業

般
若
改
善
セ
ン
タ
ー
・

や
な
ぜ
苑
な
ど
で

連
日
、
真
夏
日
や
猛
暑
日
の
続
い
た
今
年
の
八

月
、
当
会
の
役
員
さ
ん
方
が
地

域
の
奉
仕
活
動
に
汗
を
流
さ
れ

ま
し
た
。

◆
般
若
改
善
セ
ン
タ
ー

八
月
三
日
午
前
七
時
か
ら
当

会
の
林
孝
行
会
長
は
じ
め
役
員

の
方
々
が
参
加
、
男
性
は
外
回

り
を
女
性
は
内
回
り
を
担
当
し

て
、
除
草
や
不
要
物
の
撤
去
、

ト
イ
レ
掃
除
、
雑
巾
が
け
な

ど
、
お
よ
そ
一
時
間
を
か
け
て

す
み
ず
み
ま
で
す
っ
き
り
と
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
見
違
え
る

よ
う
に
な

り
ま
し

た
。

◆
や
な
ぜ

苑八
月
八

日
午
前
、

市
老
連
清

掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活

動
の
一
環

仲
秋
の
名
月

作業中の両副会長さん・やなぜ苑

賴成光寿会 月刊広報 平成２６年(２０１４)９月号 ( ２００５年４月１日創刊 通算１１4号 ) 発行 賴成光寿会

と
し
て
、
や
な
ぜ
苑
の
清
掃
奉
仕
が
行
わ
れ
、
当
会
か

ら
は
林
鐵
史
・
林
正
子
両
副
会
長
が
参
加
さ
れ
館
内
の

清
掃
に
汗
を
流
さ
れ
ま
し
た
。

お
宮
さ
ん
す
っ
き
り

台
風
十
一
号
の
接
近
が
心
配
さ

れ
た
八
月
十
日
午
前
八
時
か
ら
氏

子
総
出
で
林
神
社
の
大
掃
除
が
今

年
は
上
村
の
当
番
で
行
わ
れ
ま
し

た
。委

員
長
や
宮
司
さ
ん
の
挨
拶
の

後
、
一
斉
に
作
業
に
取
り
か
か

り
、
境
内
の
除
草
を
は
じ
め
、
社

殿
内
や
玉
垣
を
丁
寧
に
磨
き
上
げ

ま
し
た
。

お
陰
様
で
お
盆
を
控
え
て
お
宮

さ
ん
が
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。

賴
成
一
四
会

創
立
三
十
周
年

賴
成
地
区
の
中
核

的
団
体
の
一
つ
で
あ

る
賴
成
一
四
会
が
、

八
月
三
十
日
午
後
六

時
か
ら
、
い
か
る
ぎ

館
に
お
い
て
林
紘
氏

(

元
砺
波
市
議
会
議

長)

、
齊
籐
一
夫
氏

慶祝

境内のすみずみまで

(

砺
波
市
副
市

長)

、
林
正
範

氏(

賴
成
自
治

会
委
員
長)

を

来
賓
と
し
て
迎

え
、
創
立
三
十

周
年
の
祝
賀
会

を
開
催
し
ま
し

た
。
一
四
会(

高
畠
実
会
長
会
員
五
十
八
名)

は
、
昭

和
五
十
九
年
賴
友
会
を
退
い
た

四
十
一
歳
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
賴

成
光
寿
会
に
入
る
前
年
の
六
十

四
歳
ま
で
の
男
性
を
会
員
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。
初
代
会
長

は
齊
籐
廉
治
さ
ん
で
、
当
初
は

市
議
会
議
員
選
挙
の
後
援
母
体

と
し
て
の
活
動
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
様
々
な
分
野
で
賴
成
地
区
の
主
要
な
団
体
の

一
つ
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

一
四
会
で
は
記
念
品
と
し
て
い
か
る
ぎ
館
に
大
型
テ

レ
ビ
を
寄
贈
さ
れ
た
ほ
か
、
地
区
全
世
帯
に
記
念
の
タ

オ
ル
と
紅
白
の
饅
頭
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

四
季
防
災
館
な
ど
を
研
修
視
察

賴
成
自
治
委
員
会
で
は
八
月
十
七
日
、
富
山
市
の
四

季
防
災
館
な
ど
三
施
設
を
巡
る
自
主
防
災
研
修
視
察
を

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
ら
二
十

八
名
が
参
加
、
四
季
防
災
館
で
は

地
震
、
暴
風
、
激
流
な
ど
の
実
体

験
を
す
る
な
ど
実
り
の
多
い
研
修

だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

若
い
人
達
が
積
極
的
に
防
災
活

動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
の

は
、
私
た
ち
高
齢
者
に
と
っ
て
と

て
も
心
強
い
こ
と
で
す
。

(

写
真

激
流
の
中
を
歩
く
体
験

賴
成
自
治
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
転
載)

弔

事

林

房
子

様

(

坂
東)

平
成
二
十
六
年
七
月
三
十
一
日
死
去

享
年
数
え
年
九
十
六
歳

林

義
政

様

(

北
明)

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
三
日
死
去

享
年
数
え
年
八
十
九
歳

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。



八
田
前
会
長
の
弔
辞
集

北
日「
地
域
ワ
イ
ド
」欄
に

八
田
嵩
前
会
長
が

在
任
中
に
物
故
さ
れ

た
会
員
に
捧
げ
ら
れ

た
弔
辞
を
冊
子
に
ま

と
め
、
遺
族
な
ど
関

係
者
に
贈
ら
れ
た
こ

と
が
、
八
月
八
日
付

北
日
本
新
聞
の
「
地

域
ワ
イ
ド
」
欄
に
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。

光
寿
会
創
立
以
来

絶
え
る
こ
と
な
く
続

け
ら
れ
て
き
た
会
員
相
互
の
互
助
の
心
遣
い
の
一
端
が

う
か
が
え
る
心
温
ま
る
記
事
で
し
た
。

第１１回 光寿会ペタンク大会
９月１４日(日曜日)

栄冠を目指してがんばろう

練習日 ３日 ６日 １０日 いずれも午後１時３０分

第１１回 光寿会ペタンク大会 選手一覧

坂 東 ・林 武雄・坂東 勲・坂東 泰子・林 憲治

西 川 原 ・開田 道雄・開田 道子・開田 紀子

北明 Ａ ・林 孝雄・八田 茂與・林 孝行

北明 Ｂ ・三門明武志・林 友則・林 宣幸

正 覚 ・八田 嵩・北條 蘇春・武部 幹夫・林 英明

川 原 ・林 章造・高畠 夏子・林 邦子・林 信子

善 友 会 ・林 喜與志・八田 政夫・林 文子

導 友 会 ・林 紘・林 扶三子・林 朋子・林 和代

公文名 Ａ ・島 道成・島 照子・林 博 ･林 鐵史

公文名 Ｂ ・林 甚松・林 義夫・林 要矩

第
十
回
市
老
連
主
催

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
に
出
場

表
記
の
大
会
が
八
月
七
日
、
西
部
体

育
館
で
開
催
さ
れ
、
当
会
か
ら
坂
東
勲

さ
ん
、
林
武
雄
さ
ん
が
出
場
し
ま
し

た
。
市
内
各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
約

六
十
チ
ー
ム
が
参
加
、
般
若
老
連
か
ら

も
三
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
健
闘
し
ま
し

た
。
善
戦
し
ま
し
た
が
残
念
な
が
ら
上

位
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
。

らんじょ浮世亭だより

今回は「介護保険の今とこれから」というテーマ
で、砺波市高齢介護課の林哲広介護係長さんのお話を
聞きました。介護保険の仕組みを地域の実情にもふれ
ながら分かりやすく話していただきました。
いずれ訪れるに違いない介護生活に備えて、たいへ

ん参考になるお話でした。

午後の四字名句
書写では「和而不
同」「樹木方盛」
に取り組みました。

次回は９月１７日（第三水曜日）です。
光寿会との共催で「交通安全教室」を開催します。道路交通法が改正さ

れ、違反の罰則も一段と厳しくなりました。改めて心を引き締める機会と
して、ぜひご参加ください。

ペタンク大会 栄冠の軌跡
第1回 川原GOGO

林 儀作 林 勇夫 武部由美子
第２回 公文名 A

島 道成 林 博 林 義夫
第３回 善友クラブ

林 孝進 八田政夫 林 喜與志
第４回 善友クラブ

林 孝進 八田政夫 林 喜與志
第５回 善友クラブ

林 孝進 八田政夫 林 喜與志
第６回 公文名 A

島 道成 林 博 島 照子
第７回 公文名 A

島 道成 林 博 島 照子
第８回 導友クラブ

林 紘 林 和紘 林 文子
第９回 公文名 B

林 甚松 林 義夫 林 鐵史
第10回 川原チーム

林 章造 高畠夏子 林 邦子

い
よ
い
よ
安
倍
内
閣
の
改
造
が
始
ま
り
ま
し
た
。

衆
議
院
当
選
五
回
、
参
議
院
当
選
三
回
以
上
で
未
入

閣
の
い
わ
ゆ
る
大
臣
待
機
組
の
人
た
ち
が
六
十
人
あ

ま
り
も
い
る
そ
う
で
、
ま
た
ぞ
ろ
大
臣
病
患
者
の
阿

倍
詣
で
が
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

改
造
さ
れ
る
内
閣
は
、
近
隣
諸
国
と
の
極
め
て
難
し
い

外
交
問
題
だ
け
で
な
く
、
内
政
面
で
も
先
に
成
立
し
た
秘

密
保
護
法
の
施
行
を
は
じ
め
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
た

め
の
法
案
整
備
、
辺
野
古
の
米
軍
基
地
移
設
、
原
発
の
再

稼
働
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
推
進
、
消
費
税
の
一
〇
％
上
げ
な
ど
、

必
ず
し
も
国
民
の
納
得
・
理
解
を
充
分
に
得
て
い
る
と
は

言
え
な
い
難
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
課
題
は
ひ
と
つ
誤
れ
ば
国
の
行
方
を
狂
わ
せ
か
ね
な
い

も
の
ば
か
り
で
す
。

か
つ
て
「
法
相
は
『
個
別
の
事
案
に
つ
い
て
は
答
え
を

差
し
控
え
る
』
『
法
と
証
拠
に
基
づ
い
て
適
切
に
処
理
し

て
い
る
』
、
と
い
う
二
つ
の
セ
リ
フ
さ
え
知
っ
て
い
れ
ば

つ
と
ま
る
と
う
そ
ぶ
く
よ
う
な
不
見
識
な
待
機
組
の
男
を

法
務
大
臣
に
据
え
た
総
理
も
い
ま
し
た
。

安
倍
総
理
に
は
、
間
違
っ
て
も
取
り
巻
き
優
先
の
「
お

友
達
内
閣
」
と
揶
揄
さ
れ
た
り
、
大
臣
病
に
と
り
つ
か
れ

た
無
能
な
人
物
を
入
閣
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

切
に
願
い
た
い
も
の
で
す
。

いかるぎ




